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東京大学 経済学部卒業

い千代口銀行入行
(同年 7月 1枷三菱銀行に行Z復帰)

取締役 総合企画部長

帝務取締役 事務本部長

専務取締役 営業本部長
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取締役会長
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特別顧閥

る巻顧間

弊行以外の主な公載

全国銀行協会連谷会会長、日本銀行参与、

経済団体連合会副会長、学校法人成埃学園理事長

録語

F一勝に騎慢し、一敗に挫折すべからぎること』

物事が少しうまくヽ っヽたからといって慢|ヽせず、ユに失敗しても

落胆 してはならなヽヽと、ヽうよ人の座右の銘。

『天分を発揮する』

人間は誰しもそれぞれ天分を与えられており、天分を発揮する

ことは無上の喜びであります。

わたしたちは、大規模で多様な機能を持つ銀行ですので
｀
、

と
｀
のような天分を持つ人も、その力を発揮し、銀行の役に立つ

ことができる基盤があります。わたしの役日は、それを可能に

する枠組、環境を整備し、皆さんそれぞれに活躍の場を与える

ことであると思って、ヽます。

(行内広報誌より)

『我が身を国際競争に晒す』

(「金融ビッグバ ンの時代を迎えて、米美の銀行に太刀打ち

できるのか」との賃間に対して)国際的な競争に我々自身が

さらされる十く 本当に自分の休力を鍛えて競争できるように

変わってヽ くヽことが解決策なのではな、ヽか、早期に金融システム

改革法を成立いただき、色々なところで体制を固めて、米吹の

金融機関に対抗してヽヽきたヽヽと思うわけです。

(1998年 4月 7日 衆議院大蔵委員会の参考人質疑て
｀
の回答)


